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特 集 ｢最近のメディア｣
山 羽 和 夫
今年の大河ドラマ新撰組の土方歳三は函館・五稜郭で最期を迎える. 五稜郭の戦い




学会 (1888 年設立) の会長を 20 年以上の長きに亘って務めた, という話は理工系,
特に電気屋と自負する人たちにも意外と知られていない. 電気学会はその後, 電力・
電気モータ (電気材料) の分野, 通信・コンピュータの分野, テレビジョンの分野,
明かりの分野, 情報の分野と分かれていくのであるが, そもそものわが国の ｢メディ
ア｣ の学術的な起源が電気学会初代会長であった榎本武揚の功績にあるといってもよ
い.
2003 年 12 月に, ディジタルの地上放送が東京, 名古屋, 大阪で開始され, いわば
新しい形の情報伝達が行われようとしている. ディジタル放送といっても, 間違えて





日本福祉大学でも, ①二校地 (美浜キャンパスと半田キャンパス) 間の遠隔講義, ②
インターネットで試験を行うなどわが国で初めての本格的なインターネットを使用し
た福祉経営学部の通信教育, ③海外にちらばっている学生がインターネットを通じて








本特集では, 9 編の原稿を慎重に審査し, 今, 話題の e-learning を題材にした 2 編
(教育の質を変えるニューメディア, e-learning システムの開発), 障害者のための




目を浴びている中国の変容を述べた 2編 (90 年代以降の北京の新聞事情, 中国のメディ
アの変容についての一考察), 最後に, 今後のメディアとして 1篇 (情報弱者とこれか
らのメディアに対する期待) の順に採用, 掲載した.
本特集での論文・現状報告はいずれも日本福祉大学の明日を担う先生方の新しいメ
ディアへの主張や期待が述べられている. ニューメディアとしての荒っぽさもあろう
が魅力もまた兼ね備えたものとして, あるいは, 函館五稜郭以後の若き榎本武揚の夢
や希望を想いつつ, 本特集をご覧いただけると幸いである.
